
当
社
、
中
井
英
策
商
店
の
及
川

代
表
の
波
乱
万
丈
な
半
生
を
綴
っ

た
直
筆
本
、
「
な
せ
ど
成
ら
ぬ
こ

と
ば
か
り
、
さ
れ
ど
楽
し
我
が
人

生
」
が
、
７
月
上
旬
に
い
よ
い
よ

発
刊
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
今
年
春
に
行
っ
た
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る

支
援
が
、
目
標
を
大
き
く
上
回
る

金
額
を
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、
一

気
に
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
た

も
の
で
、
本
の
内
容
は
、
学
生
運

動
を
か
じ
っ
た
ば
か
り
に
就
職
活

動
に
つ
ま
ず
い
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
マ
ス
コ
ミ
の
世
界
に
憧
れ
入

社
し
た
食
品
業
界
の
専
門
新
聞
社

で
の
記
者
時
代
の
悲
喜
こ
も
ご
も

の
体
験
。

さ
ら
に
、
一
念
発
起
し
て
花
の

都
東
京
で
独
立
開
業
し
た
も
の
の
、

物
の
見
事
に
そ
の
夢
は
儚
く
散
っ

た
倒
産
体
験
。

そ
し
て
、
現
在
の
中
井
英
策
商

店
社
長
を
継
い
だ
後
も
、
次
か
ら

次
へ
と
や
っ
て
来
る
試
練
の
連
続
・
・・
・
、

こ
れ
ら
の
貴
重
な
体
験
を
ど
う
乗

り
越
え
、
そ
れ
が
そ
の
後
に
ど
う

生
き
て
来
た
の
か
？

こ
の
間
に
出
会
っ
た
数
多
く
の

尊
敬
す
る
経
営
者
や
リ
ー
ダ
ー
達

か
ら
得
た
学
び
、
敬
愛
す
る
リ
ー

ダ
ー
達
４
０
人
の
至
極
の
名
言
な

ど
を
書
き
綴
っ
た
正
に
、
１
０
０

％
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
赤
裸
々

な
実
体
験
だ
。

当
社
及
川
社
長
は
「
北
海
道
の

田
舎
で
細
々
と
水
産
加
工
屋
を
営

む
社
長
が
、
若
い
時
か
ら
体
験
し

た
挫
折
と
試
練
の
連
続
に
、
ど
う

立
ち
向
か
い
乗
越
え
て
来
た
の
か
？

を
面
白
お
か
し
く
書
き
綴
っ
て
い

る
。
尊
敬
す
る
数
々
の
経
営
者
た

ち
、
誰
も
が
知
る
あ
の
企
業
の
ト
ッ

プ
か
ら
学
ん
だ
至
極
の
名
言
な
ど

を
語
り
継
ぎ
た
い
」
と
力
を
込
め

て
い
る
。

出
版
元
は
当
社
、
中
井
英
策
商

店
で
、
Ｂ
５
サ
イ
ズ
２
９
４
ペ
ー

ジ
。
希
望
小
売
価
格
は
１
５
４
０

円(

税
込)

。

な
お
、
出
版
を
記
念
し
て
、
特

別
記
念
セ
ー
ル
と
し
て
１
冊
ワ
ン

コ
イ
ン
５
０
０
円(

税
込)

で
提
供

す
る
予
定
で
、
当
社
ま
で
問
い
合

わ
せ
、
予
約
注
文
を
受
け
付
け
る
。

当
社
が
昨
年
秋
に
発
売
し
た
、

当
社
初
の
本
格
的
洋
食
加
工
食
品

「
白
ワ
イ
ン
に
あ
う
北
の
生
マ
リ

ネ
」
が
、
こ
の
ほ
ど
エ
ン
ト
リ
ー

参
加
し
た
食
の
プ
ロ
た
ち
が
審
査

す
る
「
第
十
四
回
チ
ー
ム
シ
ェ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
大
丸
松
坂
屋

百
貨
店
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｘ
な
ど
の
量

販
店
な
ど
の
食
品
専
門
バ
イ
ヤ
ー

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
計
５
社

の
販
売
店
バ
イ
ヤ
ー
協
賛
の
「
パ
ー

ト
ナ
ー
賞
」
を
受
賞
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
主
催
す

る
㈱
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
社(

東
京

都)

が
、
我
が
国
の
食
品
業
界
の

中
で
、
小
規
模
食
品
メ
ー
カ
ー
の

商
品
が
少
し
で
も
大
手
の
百
貨
店

や
専
門
店
な
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
と
の

接
点
を
持
つ
こ
と
で
、
販
路
拡
大

を
応
援
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
始

ま
っ
た
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
今
年
で

１
４
年
目
を
迎
え
る
。

今
年
は
、
全
国
か
ら
当
社
を
含

め
て
１
１
５
商
品
の
エ
ン
ト
リ
ー

を
受
け
、
合
わ
せ
て
２
６
０
を
超

え
る
賞
を
提
供
す
る
高
い
評
価
が

相
次
い
だ
結
果
と
な
っ
た
。

当
社
の
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
「
白

ワ
イ
ン
に
あ
う
北
の
生
マ
リ
ネ
」

は
、
各
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
「
素
材
の

良
さ
が
引
き
立
っ
て
い
た
」(
大

丸
松
坂
屋)

「
ホ
タ
テ
の
サ
イ
ズ

も
旨
味
も
際
立
っ
て
い
る
」(

オ
ー

ル
ド
ビ
ン
テ
ー
ジ)

な
ど
の
高
い

評
価
を
受
け
、
全
部
で
５
社
か
ら

の
取
引
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
る
、
パ
ー

ト
ナ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。

当
社
及
川
代
表
は
「
今
回
の
受

賞
で
さ
ら
に
自
信
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
た
」
と
好
感
触
を
口
に
し

た
。
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当社及川代表自作本完成発刊へ

きんきん新聞
第53号

編集・発行元

㈱中井英策商店

北海道伊達市南稀府町18-12

なせど成らぬことばかり、されど楽し我が人生
中
井
英
策
商
店
と
お
客
様
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
新
聞

第53号

5社からパートナー賞受賞

素
材
が
生
き
て
る
と
高
評
価

第14回全国チームシェフコンクール

当社『白ワインにあう北の生マリネ』

波
乱
の
半
生
赤
裸
々
に
告
白

キンキ魚醤を使ったつけラーメン

白ワインにあう北の生マリネ

当社、中井英策商店及川代表が、8月

24日地元北海道伊達市主催による市民

講座に講師として登壇、自作本「なせ

ど成らぬことばかり、されど楽し我が

人生」の出版をテーマに市民向けの講

演を行うことが決定しました。

この講座は、毎年伊達市教育課が市

民向けに学術や文化、芸術など各分野

をテーマに講演会を行っているもので、

今年の講師の一人に当社及川代表に指

名が入ったものです。

及川代表は「皆さんに、お会い出来

るのを楽しみにしています」と張り切っ

ています。

講座は、8月24日(土)13時30分～15時

30分、伊達市カルチャーセンター視聴

覚室(伊達市松ヶ枝町３４番地１ 総合

公園「だて歴史の杜」・電話0142-22-1

515)受講料は250円(税込)。伊達市民以

外の参加も出来ますのでお越し下さい。

当社及川代表8月24日伊達で講演

量販店5社から届いた賞状

白
馬
駅
に
も
ど
り
、
次
の
列
車

を
待
つ
が
、
白
馬
か
ら
は
途
中
、

南
小
谷
駅
で
乗
り
換
え
に
な
る
。

何
故
乗
り
換
え
？
と
思
っ
た
が
、

電
化
区
間
は
こ
こ
ま
で
で
、
こ
の

南
小
谷
か
ら
終
着
の
糸
魚
川
駅
ま

で
は
非
電
化
区
間
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
一
両
で
の
運
行
列
車
に
乗
り
移
っ

た
。こ

こ
か
ら
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
観

光
客
の
よ
う
で
、
外
国
人
家
族
も

楽
し
そ
う
に
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
。

車
窓
か
ら
の
景
色
は
一
気
に
、

川
沿
い
の
急
こ
う
配
を
姫
川
に
縫

う
よ
う
に
走
る
山
間
部
に
変
わ
り
、

ト
ン
ネ
ル
の
連
続
と
な
り
、
列
車

は
超
徐
行
運
転
。
こ
の
急
勾
配
と

急
カ
ー
ブ
で
は
致
し
方
な
い
。
途

中
の
平
岩
、
小
滝
駅
周
辺
に
は
古

び
た
温
泉
街
が
開
け
る
な
ど
、
大

糸
線
の
別
の
顔
も
見
せ
て
く
れ
た
。

や
が
て
、
平
野
部
に
出
る
と
い

よ
い
よ
終
点
、
糸
魚
川
駅
へ
一
直

線
。

糸
魚
川
駅
で
下
車
す
る
と
、

こ
こ
で
の
最
後
の
楽
し
み
が
、

駅
構
内
に
隣
接
す
る
「
糸
魚

川
ジ
オ
パ
ル
」
で
、
９
ゲ
ー

ジ
の
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
が
広
が

る
展
示
室
が
売
り
の
、
私
の

よ
う
な
鉄
道
フ
ァ
ン
に
は
堪

ら
な
い
施
設
に
入
り
、
５
０

０
円
を
支
払
っ
て
３
０
分
間
、

鉄
道
模
型
を
ジ
オ
ラ
マ
で
運

転
し
楽
し
ん
だ
。

北
ア
ル
プ
ス
の
壮
観
な
景

色
か
ら
、
最
後
の
鉄
道
ジ
オ

ラ
マ
ま
で
鉄
道
の
醍
醐
味
を

楽
し
め
る
春
の
大
糸
線
は
大

お
勧
め
の
路
線
だ
。
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終
着
糸
魚
川
駅
構
内
ジ

オ
ラ
マ
パ
ー
ク
で
試
運
転

突然車窓から現れる仁科3湖鉄
ち
ゃ
ん
社
長
の
旅
日
記

旅
と
並
ん
で
大
好
き
な
本
・
・
・
、
最

近
私
が
読
ん
で
感
銘
を
受
け
た
り
、
清
々

し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
し
た
本
を
紹
介

す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
中
東
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

不
毛
の
大
地
を
、
自
ら
の
信
念
で
肥
沃
な

緑
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
土
地
に
蘇
ら
せ
た
日

本
人
医
師
、
故
中
村
哲
氏
に
つ
い
て
、
作

家
佐
高
信
氏
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
高
世
仁

の
両
氏
が
語
り
合
っ
た
対
談
形
式
の
一
冊

の
本
『
中
村
哲

と
い
う
希
望
・
日
本
国
憲
法
を
実
行
し
た

男
』
を
紹
介
す
る
。

惜
し
ま
れ
つ
つ
亡
く
な
っ
た
中
村
哲
さ

ん
を
偲
び
な
が
ら
、
今
更
な
が
ら
平
和
と

は
何
か
？
貧
し
い
国
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人

が
真
に
求
め
る
も
の
と
は
？
を
問
う
こ
の

本
は
、
先
進
国
と
い
う
上
か
ら
目
線
で
偉

そ
う
に
国
家
や
平
和
を
論
じ
る
日
本
人
の

愚
か
さ
、
そ
し
て
日
本
の
政
治
家
達
の
傲

慢
さ
を
訴
え
る
生
の
声
が
聞
こ
え
て
来
る
。

生
前
、
中
村
先
生
は
「
私
の
後
継
者
は
、

用
水
路
だ
」
と
力
説
し
て
い
た
と
い
う
が
、

そ
の
言
葉
通
り
、
今
で
も
彼
が
築
き
、
復

興
の
大
切
な
基
礎
と
な
っ
た
用
水
路
は
現

地
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
が
し
っ
か
り
と

守
り
、
そ
の
潤
す
大
地
も
確
実
に
広
が
っ

て
い
る
と
い
う
。

日
本
が
世
界
に
誇
る
平
和
憲
法
を
も
う

一
度
見
直
し
、
今
世
界
が
必
要
と
し
て
い

る
の
は
「
銃
で
は
な
い
、
日
々
の
生
活
を

潤
す
水
だ
」
と
い
う
中
村
先
生
の
息
吹
が

伝
わ
っ
て
来
る
一
冊
に
感
銘
を
受
け
た
。

㈱
旬
報
社
か
ら
、
定
価
一
七
六
〇
円(

税
込)
。

中
村
哲
と
い
う
希
望
・
死
ん
で
も
撃
ち
返
す
な

私
の
一
冊

私の自作本が間もなく完成です！！

㈱中井英策商店出版事業部

第53号

北アルプスが迫る白馬駅前

中井英策商店
及川代表

㈱中井英策商店

代表 及川昌弘

多くの皆様のご支援に感謝申し上げます
当社、中井英策商店では、7月10日から当社代表の及川昌弘のこれまでの波

乱万丈の人生を自ら書き綴った、渾身のノンフィクション「なせど成らぬことばかり、
されど楽し我が人生」を出版、発刊することになりました。
この本は、そのタイトル通り、頑張っても頑張っても上手く行かない・・・そんなこ

とばかりの半生、でもそこには素晴らしい尊敬する経営者や、リーダー達との出
会いがあり、ありがたく、楽しい半生でもありました。そんな赤裸々な告白本を、こ
の春行った、クラウドファンディングで沢山の方々に、ご支援を頂いたおかげで出
版することが出来ました。
改めまして心から厚く御礼申し上げます。
出版記念セールとしまして、お得なキャンペーンも展開しておりますので、是非

お手に取って下さいますようお願い申し上げます。

糸魚川駅内のジオラマ

待
望
の
、
立
て
看
板
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
！
！

当
社
で
は
、
一
昨
年
ま
で
に
当
社
工
場
近
く
を
走
る
旧

国
道
３
６
号
線
沿
い
に
建
っ
て
い
た
立
て
看
板
が
、
当
て

逃
げ
さ
れ
た
車
両
に
よ
る
被
害
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
る
事
故

が
発
生
、
そ
の
為
止
む
無
く
撤
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

た
が
、
こ
の
ほ
ど
地
元
の
看
板
や
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
若

干
小
ぶ
り
で
は
あ
る
も
の
の
、
真
新
し
い
看
板
が
出
来
上

が
っ
た
。

「
お
宅
に
行
き
た
い
け
ど
、
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
苦
情
が
多
く
、
今
回
の
新
た
な
看
板
設
置
で

よ
う
や
く
、
道
標
が
出
来
上
が
っ
た
。

お
待
た
せ
し
ま
し
た

看
板
で
き
た
ど
お
～

中
井
英
策
商
店
代
表
、

及
川
昌
弘
社
長
直
筆
本

B5版294P定価1,540円が

なんと、今なら500円



温
暖
化
な

ど
の
影
響
で
、

近
年
不
安
定

化
が
増
し
て

い
る
北
海
道

周
辺
の
水
産

資
源
だ
が
、

こ
こ
数
年
比

較
的
順
調
な

水
揚
げ
が
続

い
て
い
る
の
が
サ
ク
ラ
マ
ス
だ
。

当
社
で
は
、
こ
の
サ
ク
ラ
マ
ス

を
使
っ
た
飯
寿
司
を
今
年
も
製
造
、

昨
年
の
お
よ
そ
２
倍
の
製
造
量
を

目
指
し
、
仕
込
み
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
サ
ク
ラ
マ
ス
は
、
そ
の
名

の
通
り
、
桜
の
咲
く
時
期
か
ら
獲

れ
始
め
る
こ
と
や
、
身
が
綺
麗
な

桜
の
よ
う
な
ピ
ン
ク
色
だ
か
ら
・
・
・

な
ど
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
言
わ

れ
る
本
鱒(

ま
す)

で
、
富
山
県
の

名
産
「
鱒
ず
し
」
で
主
に
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

脂
身
も
強
く
、
当
社
の
人
気
い

ず
し
「
紅
鮭
い
ず
し
」
に
匹
敵
す

る
脂
の
強
さ
で
美
味
し
い
飯
寿
司

に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

今
年
も
、
５
月
上
旬
か
ら
北
海

道
噴
火
湾
沿
岸
で
も
獲
れ
始
め
、

昨
年
に
続
い
て
順
調
な
水
揚
げ
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
も

製
造
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

当
社
中
井
工
場
長
は
「
今
年
の

サ
ク
ラ
マ
ス
も
、
脂
が
乗
っ
て
い

て
大
変
美
味
し
い
い
ず
し
に
仕
上

が
っ
て
い
る
」
と
自
信
を
見
せ
て

い
る
。

サ
ク
ラ
マ
ス
い
ず
し
は
、
２
５

０
ｇ
入
り
で
１
９
５
０
円(

税
込)

。

当
社
中
井
英
策
商
店
で
、
古
く

か
ら
お
付
き
合
い
の
タ
レ
ン
ト
あ

ご
勇
さ
ん
と
、
先
に
行
わ
れ
た
西

武
池
袋
本
店
で
の
北
海
道
物
産
展

会
場
で
再
会
、
久
し
ぶ
り
の
交
流

を
行
っ
た
。

一
時
期
、
正
に
一
世
を
風
靡
し

た
お
笑
い
グ
ル
ー
プ
「
ハ
ン
ダ
ー

ス
」
の
一
員
で
、
お
笑
い
タ
レ
ン

ト
の
あ
ご
勇
さ
ん
は
、
十
年
前
に

当
社
が
主
催
し
て
行
っ
た
イ
ベ
ン

ト
「
キ
ン
キ
い
ず
し
発
売
４
０
周

年
記
念
い
ず
し
大
試
食
会
」
に
余

興
を
お
願
い
し
た
ご
縁
か
ら
、
お

付
き
合
い
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
も

の
で
、
四
月
に
開
催
さ
れ
た
西
武

池
袋
本
店
で
開
催
さ
れ
た
「
春
の

北
海
道
物
産
展
」
に
当
社
が
出
店

し
て
い
る
の
を
聞
き
、
あ
ご
さ
ん

が
当
社
ブ
ー
ス
を
訪
れ
て
く
れ
た
。

会
場
で
一
緒
に
記

念
撮
影
を
行
い
な
が

ら
、
立
ち
話
な
が
ら

近
況
報
告
を
行
う
な

ど
交
流
を
深
め
た
。

あ
ご
さ
ん
は
「
ま
だ

ま
だ
元
気
で(

タ
レ

ン
ト)

活
動
し
て
ま

す
の
で
、
お
呼
び
下

さ
い
」
と
Ｐ
Ｒ
、

「
コ
ロ
ナ
も
明
け
た

の
で
仕
事
下
さ
あ
～

い
と
」
熱
ー
い
要
望

を
受
け
た
。

今
年
も
八
月
２
４
日
、
２
５
日

の
土
日
に
、
帯
広
市
内
の
競
馬
場

前
広
場
で
開
催
さ
れ
る
「
帯
広
バ

ン
バ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
当
社
は

出
店
が
決
定
、
出
来
立
て
の
い
ず

し
や
生
マ
リ
ネ
、
お
土
産
菓
子
に

加
え
て
、
昨
年
大
好
評
だ
っ
た
青

森
産
リ
ン
ゴ
も
販
売
す
る
予
定
だ
。

キンキン新聞 2024年7月1日( 2 ) 第53号

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
友
達
に
な
っ
て
ね
！

今
年
も
順
調
サ
ク
ラ
マ
ス

前
年
比
倍
増
へ
製
造
開
始

当
社
、
中
井
英
策

商
店
の
看
板
商
品

「
キ
ン
キ
い
ず
し
」

が
全
国
の
加
工
食
品

コ
ン
ク
ー
ル
「
ジ
ャ

パ
ン
・
フ
ー
ド
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
２
０
２
４
」

審
査
会
で
、
金
賞
の

内
定
を
受
け
た
こ
と

が
同
事
務
局
の
発
表
で
明
ら
か

に
な
っ
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国

の
優
れ
た
加
工
食
品
を
、
食
品

業
界
の
プ
ロ
が
審
査
し
、
表
彰

す
る
も
の
で
、
当
社
の
「
キ
ン

キ
い
ず
し
」
が
、
永
年
の
北
海

道
発
酵
食
品
の
食
文
化
を
支
え

る
存
在
と
し
て
高
い
評
価
を
受

け
、
そ
の
独
自
の
発
行
の
美
味

し
さ
も
評
価
、
「
金
賞
」
の
内

定
を
受
け
た
も
の
。

今
後
、
本
審
査
を
経
て
正
式

な
受
賞
発
表
と
な
る
見
通
し
で
、

発
売
か
ら
半
世
紀
を
目
前
に

「
キ
ン
キ
い
ず
し
」
に
ま
た
新

た
な
勲
章
が
送
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

フ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン

『
金
賞
』内
定

当社『キンキいずし』

当
社

人
気
の
サ
ク
ラ
マ
ス
い
ず
し

｛「仕事下さ～い」と懇願

『あご勇」さんと再会喜ぶ

西武池袋店イベントで

発
酵
食
文
化
が
高
い
評
価

中
井
商
店
か
ら
最
新
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
ま
す

当
社
、
中
井
英
策
商
店
で
は
、
当
社
の
最
新
情
報
や
、

お
得
な
情
報
が
不
定
期
に
随
時
配
信
さ
れ
る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

グ
ル
ー
プ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
中
井
英
策
商
店
グ
ル
ー
プ
の
友

達
募
集
を
開
始
致
し
ま
し
た
。

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
だ
け
で
、
グ
ル
ー
プ
の

友
達
に
な
れ
ま
す
。
当
然
で
す
が
、
一
切
費
用
は
無
料

で
す
の
で
、
是
非
当
社
の
お
友
達
に
な
っ
て
下
さ
い
！

８
月
２
４
、
２
５
日

帯
広
競
馬
場
前
で
出
店

今
夏
も

あご勇さんと当社及川代表

去年の出店ブース

鉄
道
大
好
き
社
長

で
あ
り
ま
す
私
、
中

井
英
策
商
店
代
表
の

及
川
昌
弘
が
思
い
出

の
全
国
の
鉄
道
に
乗
っ

て
旅
す
る
レ
ポ
ー
ト
、

乗
り
鉄
旅
シ
リ
ー
ズ

２
２
回
目
の
今
回

は
、
信
州
長
野
県
の

中
心
都
市
の
一
つ
松

本
市
か
ら
新
潟
県
糸

魚
川
駅
を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ

大
糸
線
の
雄
大
な
北

ア
ル
プ
ス
を
背
に
し

た
、
ひ
た
す
ら
爽
や

か
な
旅
レ
ポ
ー
ト
を

お
届
け
し
ま
す
。

残
雪
残
る
ア
ル
プ

ス
車
窓
に
見
な
が
ら
、

絶
景
景
観
と
歴
史
、

さ
ら
に
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
に
も
触
れ

る
旅
を
楽
し
み
ま
し

た
。

「
乗
り
鉄
社
長
の

思
い
出
鉄
道
旅
」

シ
リ
ー
ズ
、
２
２

回
目
と
な
る
今
回

は
、
信
州
長
野
県

の
中
心
都
市
、
松

本
駅
か
ら
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

有
名
に
な
っ
た
白
馬
村
を
通
り
、

新
潟
県
糸
魚
川
駅
に
繋
が
る
Ｊ
Ｒ

大
糸
線
を
旅
し
た
。

大
糸
線
は
、
「
日
本
の
屋
根
」

と
も
呼
ば
れ
る
標
高
３
千
メ
ー
ト

ル
級
の
山
々
が
連
な
る
北
ア
ル
プ

ス
を
望
む
優
雅
な
景
色
を
堪
能
で

き
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
全
長
１
０

５
・
４
Ｋ
ｍ
の
ロ
ー
カ
ル
線
。

ま
ず
は
、
出
発
駅
の
地
元
松
本

駅
周
辺
を
歩
い
て
み
る
。

松
本
と
言
え
ば
、
何
と
言
っ
て

も
勇
壮
な
威
容
を
誇
る
松
本
城
だ
。

松
本
駅
か
ら
歩
い
て
お
よ
そ
二
十

分
、
階
段
を
上
る
こ
と
も
無
く
比

較
的
見
学

し
易
い
城

だ
。
ま
た
、

内
堀
を
ゆ
っ

く
り
歩
き
な
が
ら
白
の
美
し
さ
を

堪
能
で
き
る
の
も
こ
の
松
本
城
の

魅
力
だ
。

こ
の
日
は
、
好
天
に

恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
外
国
人
観

光
客
の
姿
が
目
立
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
駅
に
戻
り
い
よ
い
よ

大
糸
線
、
早
朝
７
時
４
８
分
信
濃

大
町
行
き
普
通
列
車
に
乗
車
す
る
。

早
朝
ら
し
く
、
学
生
の
姿
が
多

い
。列

車
は
残
雪
を
抱
く
北
ア
ル
プ

ス
を
左
手
に
眺
め
な
が
ら
、
進
み

や
が
て
田
畑
が
見
え
始
め
た
。
季

節
柄
、
田
植
え
の
作
業
が
行
わ
れ

て
い
る
。

列
車
は
島
高
松
駅
を
出
る
と
、

大
き
く
右
カ
ー
ブ
、
新
緑
の
中
比

較
的
大
き
な
川
、
梓
川
を
渡
る
鉄

橋
を
超
え
南
豊
科
、
豊
科
と
北
ア

ル
プ
ス
を
望
む
別
荘
地
帯
を
進
む
。

そ
し
て
、
今
回
最
初
の
途
中
下

車
駅
、
穂
高
駅
に
到
着
、
こ
こ
で

学
生
を
含
む
ほ
ぼ
９
割
の
乗
客
が

下
車
し
た
。

こ
こ
で
の
お
目
当
て
は
、
平
安

時
代
初
期
創
建
で
時
の
醍
醐
天
皇

の
朝
廷
の
崇
敬
厚
い
、
由
緒
あ
る

穂
高
神
社
に
向
か
う
。
穂
高
駅
か

ら
歩
い
て
数
分
の
近
距
離
で
し
か

も
高
低
差
も
無
く
、
直
ぐ
に
着
い

た
。
こ
こ
は
、
日
本
全
国
で
も
珍

し
い
「
ペ
ッ
ト
同
伴
」
で
お
参
り

が
出
来
る
神
社
で
も
あ
り
、
我
が

愛
犬
「
わ
ん
き
ち
」
の
無
病
息
災

を
合
わ
せ
て
祈
っ
た
。
北
ア
ル
プ

ス
の
湧
き
水
が
作
っ
た
自
然
の
池

が
境
内
に
あ
り
、
信
仰
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
名
物
と
言
わ
れ
る

「
あ
ん
こ
ろ
も
ち
」
を
食
べ
た
か
っ

た
の
だ
が
、
ま
だ
朝
早
か
っ
た
為

か
出
来
上
が
っ
て
お
ら
ず
断
念
、

神
社
前
に
あ
っ
た
池
田
餅
店
に
立

ち
寄
り
、
北
海
道
で
は
珍
し
い

「
お
か
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
購
入
、

次
の
列
車
が
来
る
時
間
ま
で
駅
構

内
で
美
味
し
く
食
べ
た
。

９
時
５
０
分
南
小
谷
行
き
の
普

通
列
車
に
乗
車
、
列
車
沿
線
に
は

水
田
が
広
が
り
、
そ
こ
に
残
雪
を

抱
い
た
北
ア
ル
プ
ス
が
映
し
出
さ

れ
、
爽
や
か
で
壮
観
な
景
色
を
楽

し
み
な
が
ら
の
列
車
旅
だ
。

そ
の
北
ア
ル
プ
ス
が
、
徐
々
に

車
窓
左
側
に
迫
り
、
盆
地
の
北
の

端
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
が
実
感

す
る
。

や
が
て
信
濃
大
町
駅
に
到
着
、

比
較
的
大
き
な
街
並
み
が
車
窓
か

ら
見
え
、
こ
こ
で
お
よ
そ
１
０
分

の
停
車
と
な
っ
た
。

信
濃
大
町
駅
を
出
発
、
信
濃
木

崎
駅
を
過
ぎ
る
と
や
が
て
列
車
左

側
に
は
、
木
崎
湖
、
中
綱
湖
、
青

木
湖
の
通
称
「
仁
科
三
湖
」
が
姿

を
現
し
た
。
私
を
含
め
て
一
斉
に

社
内
の
乗
客
が
ス
マ
ホ
で
撮
影
を

始
め
た
ほ
ど
、
綺
麗
な
湖
面
が
立

て
続
け
に
車
窓
に
現
れ
る
の
が
印

象
的
だ
。

そ
の
後
、
車
内
か
ら
は
ス
キ
ー

場
が
見
え
始
め
、
北
ア
ル
プ
ス
の

絶
景
が
再
び
車
窓
か
ら
見
え
、
第

二
の
途
中
下
車
駅
、
白
馬
に
到
着

し
た
。

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
と

も
な
っ
た
念
願
の
白
馬
駅
に
着
い

た
後
、
あ
の
白
馬
ジ
ャ
ン
プ
競
技

場
を
目
指
す
が
、
歩
い
て
行
く
の

は
厳
し
そ
う
で
、
こ
こ
だ
け
は
タ

ク
シ
ー
に
乗
り
向
か
っ
て
到
着
、

や
は
り
ジ
ャ
ン
プ
台
は
壮
観
で
気

持
ち
が
良
い
。
。

帰
り
は
、
下
り
道
だ
っ
た
の
で
、

ゆ
っ
く
り
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら

駅
に
戻
っ
た
。

標
高
が
高
い
こ
と
も
あ
る
の
だ

ろ
う
が
、
夏
の
避
暑
地
と
し
て
も

恐
ら
く
人
気
な
の
だ
ろ
う
、
別
荘

な
ど
も
目
に
付
く
ほ
か
、
駅
前
に

は
お
洒
落
な
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や

洋
食
店
な
ど
も
多
く
、
ウ
イ
ン
タ
ー

シ
ー
ズ
ン
に
は
外
国
人
客
も
多
い

の
だ
ろ
う
と
想
像
さ
せ
て
く
れ
る
。

(

次
の
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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北
ア
ル
プ
ス
背
景
に
心
洗
わ
れ
る
旅(

松
本
～
糸
魚
川
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
）

勇
壮
で
見
学
し
易
い

松
本
城
見
学
か
ら
・・・

ペ
ッ
ト
同
伴
参
拝
Ｏ
Ｋ

穂
高
神
社
で
祈
願

思い出旅日記・鉄道編㉒

国宝の松本城

JR松本駅

北アルプスの山並みが綺麗な車窓

穂高神社

穂高神社前で購入のおからまんじゅう

第53号

北
ア
ル
プ
ス
絶
景

迫
る
白
馬
駅
前

穂高駅とその周辺

長野県
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JR大糸線
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